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新規殺菌剤 オ キ ス ポ コ ナ ゾー ル フ マ ル酸塩の
開発 と 生物活性

は じ め に

SBI (Stero! biosynthesis inhibitor) 剤 は ， そ の 高 い

抗菌活性 と 広 い抗菌 ス ペ ク ト ル も さ る こ と な が ら ， 比較

的耐性菌が出現 し 難 い こ と が特長のーっ と さ れて い る 。

そ の た め ， 殺菌剤 の 中 に お い て も 最 も 研究開発が盛ん に

行わ れ て い る 系統の一つ であ る 。 圏 内 に お い て も 本系統
の 薬剤 に 関 し て は す で に 19 薬剤が登録 ・ 販売 さ れ て お

り ， 現在 も 引 き 続 き ， そ の研究開発が行わ れ て い る 。

本稿 で解説す る オ キ ス ポ コ ナ ゾー ル フ マ ル酸塩 ( オ

ー シ ャ イ ン ) は ， 宇部興産株式会社 と 大塚化学株式会社

と の 間 で共 同 開 発 し た 新規 イ ミ ダ ゾ ー ル 系 SBI 剤 で あ

る 。 本 剤 は 1992 (平成 4) 年 か ら 委 託 試 験 番 号 UBF-

も り た た か の ぷ
大塚化学株式会社 森 田 孝 延

に し む ら たかし
宇部興産株式会社 西 村 孝

910 と し て 社 団 法人 日 本植物防疫協会 を 通 じ ， 日 本 国

内 の 各公的機関 に お い て 数多 く の委託試験が行 わ れ た 。

一連の検討 を 通 じ て そ の 高 い 防除効果 と 優れ た 安全性が

確認 さ れた こ と か ら ， 2000 (平成 12) 年 4 月 28 日 に 農
薬登録 ( 登 録 番 号 : 第 20357， UBE オ ー シ ャ イ ン 水和

剤 ; 第 20358， オ ー シ ャ イ ン水和剤) さ れた 。

本 剤 は 従 来 の SBI 剤 と 同様 に 各 主 要 果 樹 の 黒 星 病，

赤星病， 灰星病， う ど ん こ 病等 に 卓効 を 示 す だ け で な

く ， 従 来 の SBI 剤 で は 効果 の 低 い リ ン ゴ モ ニ リ ア 病 ・

黒点病， ナ シ黒斑病， ブ ド ウ 灰色 か び病 ・ 黒 と う 病， モ

モ ホ モ プ シ ス 腐敗病， カ ン キ ツ 灰色か ぴ病 ・ そ う か病 ・

貯蔵病害等 に も 高 い効果 を 示 す 。 な お， SBI 剤 と し て は

初 め て 灰 色 か び病 に も 登録 を 取 得 し た 薬 剤 と い え る

表 - 1 オ キ ス ポ コ ナ ゾー ル フ マ ル酸塩 ( オ ー シ ャ イ ン ) の適用病害 お よ び使用 方法

作物名 適用病害名
希釈倍数 10 a 当 た り 散

使用時期 総使用 回数 使用方法
(倍) 布液盤 ( /)

黒星病
3 . 000�4 . 000 

赤星病

リ ン ゴ
モ ニ リ ア 病

斑点落葉病 2 . 000�3 . 000 収穫 7 日 前 ま で
黒点、病

す す 点 ・ す す斑病 3 . 000 200�700 5 回以 内

オ ウ ト ウ 灰星病 3 . 000 

黒星病
3 . 000�4 . 000 

ナ シ 赤星病

黒斑病 2 . 000 散布
収穫前 日 ま で

灰星病
2 . 000�3 . 000 

モ モ 黒星病

ホ モ プ シ ス 腐敗病 1 . 000�2 . 000 
200�500 3 回以内

う ど ん こ 病
2 . 000�3 . 000 

プ ド ウ 黒 と う 病

灰色かぴ病 2 . 000 収穫 7 目 前 ま で

カ ン キ ツ そ う か病
( ミ カ ン を 除 く ) 灰色かぴ病 2 . 000 200�700 5 回以 内

ミ カ ン 貯蔵病害 (緑・ 青かび) 収穫前 日 ま で

Development and Fungicidal Activity of New Fungicide “oxpoconazole fumarate". By Takanobu MORITA and Takashi 
NISII IMURA 

( キ ー ワ ー ド : オ キ ス ポ コ ナ ゾー ル フ マ Jレ酸坂， オ ー シ ャ イ ン水和剤， 5Br 剤， 灰色かぴ病)
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(表 1) 0

Botrytis cinerea は 多犯性 の 植物病原菌 で あ り ， 多 く

の果樹 ・ 野菜 ・ 花 き に 対 し て 灰色 か び病 を 引 き 起 こ す重

要病害で あ る 。 な お ， こ の灰色か び病菌 に は す で に 多 く

の既存剤 に対す る 耐性菌が出現 し て お り ， 防除上 の大 き
な 問題 と な っ て い る 。 既存剤 と 交叉 し な い新規剤 の 開発

が望 ま れて お り ， 本 剤 は 灰 色 か び病 に も 登録 を取得 し た

こ と に よ っ て ， 既 存 の SBI 剤 に は な い 同 時防除性 を 有

し て い る 。 本報で は 本剤 の概要， 開発の経緯， お よ び灰

色 か び病 に 対す る 作 用 機構 と 作用 特性 に 関 し て 紹 介 す

る 。

I 成分 ・ 理化学的性状

1 名 称 お よ び化学構造等

一般名 : オ キ ス ポ コ ナ ゾー ル フ マ ル酸塩 (oxpocon-

azole fumarate) 

商品名 : オ ー シ ャ イ ン 水和剤

試験名 : UBF-910 水和剤

化学名 : ピ ス [ ( RS) 一 1 - {2- [3一 (4ー ク ロ ロ フ ェ ニ ル) プ

ロ ピ ル] -2 ， 4 ， 4ー ト リ メ チ ルー 1 ， 3- オ キ サ ゾ リ ジ ン ー3- イ ル
カ ル ボ ニ ル} = イ ミ ダ ゾ リ ウ ム ] フ マ ラ ー ト

bis [ (RS) ー1- { 2- [3- ( 4 -chlorophenyJ )  propyJ ] ー 2 ， 4 ，

4- tr i methyl - l ， 3 - o x a z o l i d i n  - 3 - y l carbonyI } i m i d­

azolium] fumarate 

構造式 : 図ー1 Iこ 示す

2 物理化学的性質 ・ 人畜毒性 ・ 有用生物等 に及ぼす

影響
オ キ ス ポ コ ナ ゾー ル フ マ ル酸塩 は普通物 に 分類 さ れ，

魚毒性 は A 類相 当 ， 訪 花 見 虫 ・ 天敵類 ・ 蚕 ・ 発酵酵母
等の有用生物 に 対 し て も ほ と ん ど影響 を 及ぼ さ な い。 ま

た ， ワ イ ン の 品 質 に も 影響 を 及 ぼ さ な い こ と が確認 さ れ

て い る 。 本 剤 の 畑 地 土 壊 に お け る 有 機 炭 素 吸 着 係 数

(K'oc) は 1 ， 000 以上で， 土壌中 の 移行性 は 小 さ し 地

下水等の水系への影響 も 少 な い薬剤 と 考 え ら れ る 。 果樹

等 に 散布 さ れた本剤の一部 は 土壌 中 に 入 る が， 土壌 中 に

お け る 半減期 は 23�34 日 で， 最終的 に は 土壌微生物等
に よ っ て 炭酸 ガ ス に ま で分解 さ れ る こ と か ら 土壌中 に 蓄

積す る こ と は な い 。
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図 - 1 オ キ ス ポ コ ナ ゾ ー ノレ ブ マ ノレ酸塩の化学構造

以上， 本剤 は動植物 に 対す る 安全性が高 い上， 環境 に

対 し て も 好 ま し い化合物で あ る と 考 え ら れ る 。

3 作物残留性

オ キ ス ポ コ ナ ゾー ル フ マ ル酸塩の 登録保留基準 は 作

物残留試験の結果 に 基づ き ， ミ カ ン 0 _ 5 ppm， ミ カ ン以

外の カ ン キ ツ 類 5 ppm， 第一大粒果実類 2 ppm， 第二大

粒果実類 2 ppm， 小粒巣実類 5 ppm と 設定 さ れ た 。

4 代謝

オ キ ス ポ コ ナ ゾ ー ル フ マ ル酸塩の動物代謝 は ， ラ ッ

ト を 用 い た 試験 で は 単 回 ・ 反復 投与 と も に 速 や か に 吸

収 ・ 排離 さ れ， 1 4C は 主 に 肝臓 ・ 腎臓 に 分布 し た が， 速

や か に 尿 ・ 糞 中 に 排池 さ れ た 。 い ずれ の 試験 に お い て も

排池挙動の変化 は認め ら れず， 臓器 ・ 組織へ の 顕著な貯

留性 ・ 蓄積性 は 認 め ら れ な か っ た 。 一方， 植物代謝 に 関

し て は， 果実 ・ 葉面 に 処理 し た 本剤 は速や か に代謝 ・ 分

解 さ れ， 可食部への移行 は わ ずか で あ っ た 。 ま た ， 土壌

に処理 し た 本剤 の 土壌 か ら 果実 へ の 14C の 移行 も 極 め て

低か っ た 。

H 開 発 の 経 緯

オ キ ス ポ コ ナ ゾー ル フ マ ル酸塩 は プ ロ ク ロ ラ ズ や ぺ

フ ラ ゾエ ー 卜 と 同様 に ， 1 - イ ミ ダ ゾ リ ル カ ル ボ キ サ ミ ド

構造 を有す る 化合物で あ る 。 本剤 は 主 に ペ フ ラ ゾエ ー ト

の構造活性相関 に 基 い て 化合物の デ ザ イ ン と 構造の 最適

化 を 行 っ た (西村， 1994) 。 以 下 に そ の 経緯 を述 べ る 。
ペ フ ラ ソゃエ ー 卜 は イ ネ 種子消毒剤 と し て 高 い効果 を 有

し て い る も の の， 茎葉散布剤 と し て の 防除効果 は 十分 と
は い え な か っ た 。 そ の 要 因 の ー っ と し て ， N -CO-N 結

合が葉面上で速や か に 分解す る こ と が推定 さ れた 。 そ こ

で， N -CO 結合 ま わ り を 嵩 高 く す る こ と に よ っ て 化 合

物の安定性 を 改善で き れ ば， さ ら に 高 い効力 を 持 つ も の

へ誘導で き る と 考 え た 。 そ の 条件 を 満た す リ ー ド は種々

考案で き る が， 自 社化合物 の 中 か ら 生物活性 自 体 は 低位

であ る も の の， こ の構造要件 を 満た す骨格で あ る オ キ サ

ゾ リ ジ ン誘導体 を リ ー ド と し て 合成展開 を 行 っ た 。 ち な

み に ， 構造最適化 の 過程 で は ぺ フ ラ ゾエ ー ト 関連化合物

の定量的 ・ 定性的構造活性相関情報 を 利用 し な が ら 種々
の誘導体 を 合成評価 し た 。 そ の結果オ キ ス ポ コ ナ ゾー ル

を 見 出 し ， 実用化の 際 に は 物理化学性状 を 考慮 し た う え

で， フ マ ル酸塩 を 選抜 し た (西村， 2000) 。

皿 作用 機構 と 作用特性

1 作用機構

各種 SBI 剤 の 中 で も 本 剤 が 灰色 か び病 に 対 し て 高 い

効果 を示す理由 を 解明 す る に 当 た り ， ま ず は そ の作用機
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る 。 本剤の各植物病原菌 に 対す る 抗菌活性の エ ナ ン チ オ

選 択 性 を 検 討 し た 結 果， イ ネ ば か 苗 病 菌 ( Gibberella 

fujiku ro i )  ， イ ネ ご ま 葉 枯 病 菌 ( Coch lio b o lus 

miyabeanus) ， イ ネ い も ち 病菌 (乃ricularia 0η'zae) に

対す る ECso 値 の 差 は ほ と ん ど認 め ら れ な か っ た 。 し か

し な が ら ， 灰 色 か び病菌 Wotrytis cinerea) に 対 し て

は ECso 値 で 20 倍程度 の 差 が認 め ら れ た 。 本 剤 は 子 の

う 菌類， 不完全菌類 に 対 し て 強 い抗菌活性 を 示 し ， 特 に

灰色か び病菌 に 対 す る 抗菌活性 は 既存 の SBI 剤 と 比較

し て 高 か っ た (表-3) 。 ま た ， 灰色か び病 に 対 す る 効果

を キ ュ ウ リ 子葉ペ ーパ ー デ ィ ス ク 法 で検討 し た と こ ろ ，

本剤の効果 は 既存 の SBI 剤 と 比較 し て 明 ら か に 優 り ，

灰色か び病専用剤 で あ る ジ カ ル ボ キ シ イ ミ ド 系薬剤 と ほ

ぼ同等であ っ た 。

3 作用特性

本剤の灰色 か ぴ病や う ど ん こ 病 に 対す る 各種作用特性

を 検討 し た ( 森 田 ， 1999 ; 2000) 。 ①灰 色 か ぴ病菌 の 胞

子発芽 に 対 し て は ご く 弱 い 阻害作用 し か 示 さ な い が， 発

芽管 の伸長， 付着器の 形成， 細胞 内 へ の 侵入， お よ び細

胞内 での菌糸 ま ん延 に 対 し て は 強 い 阻害作用 を 示 し た 。

ま た ， 胞子形成 に 対 し て も 適度 な抑制作用 を 示 し た 。 な

お ， 発芽管への影響 を 光顕観察 し た と こ ろ ， 伸長 を 完全

に 阻害 す る 2 ppm 処理で発芽 管 の 短縮 ・ 膨潤 化 等 が認

め ら れた 。 ②適度 な 浸達性 を 示 す が， 浸透移行性 と べー

ノ fー ア ク シ ョ ン は 示 さ な か っ た 。 ③適度 の予防効果 と 優

れ た 治 療 効 果 を 示 す う え に ， 耐 雨 性 に も 優 れ て い た
(表-4) 。 次 に ， 既存剤 と の 交叉耐性 の 有無 に つ い て 検討

し た 。 各地か ら 分離 し た 灰色 か ぴ病菌 (他剤感受性 ・ 低

感受性菌株) を 用 い て 本剤 に対す る 感受性ベ ー ス ラ イ ン

を作成 し た と こ ろ ， 全菌株 に 対 し て 同様の抗菌活性 を 示
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表 - 3 各種植物病原菌 に対す る 抗菌活性

MIC 
(ppm) 

EC50 

(ppm) 叫
病害名〈菌類名》 植物病原菌名

Oomycetes 
Phyto戸hthora infestans > 100 1 2 . 030 ト マ ト 疫病作用機構表 - 2

Basidiomycetes 
Corticium rolfsii 

作用点 と し て

の評価 > 100 

Ascomycetes 
Monilinia fructicola 

Venturia nashicola 

5 . 4 1 1  ダ イ ズ 白絹病作用 の有無叫

一次作用点

二次作用点 ? 0 . 1 4 

0 . 14 
0 . 002 

0 . 0 19 

モ モ 灰星病
ナ シ黒星病

Deuteromycetes 
Botηlis cinerea ブ ド ウ 灰色 か ぴ病
R切icillium digitatum カ ン キ ツ 緑 か ぴ病

叫 平板希釈法 に よ っ て繭糸生育阻害率 を 調 査 し . EC50 と MIC 値
を算出 し た .

。

o
x

×
×
x

エ Jレ ゴ ス テ ロ ー ル生合成阻害

キ チ ン生合成阻害
呼吸阻害
タ ン パ ク 質生合成阻害
リ ン脂質生合成阻害
グノレ タ チ オ ン レ ダ ク タ ー ゼ阻害

検討項 目

3 . 7  
3 . 7  

0 . 058 
0 . 1 1 4  
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構 に 関 し て ス テ ロ ー ル生合成阻害以外の作用点が存在す

る 可能性 を 挙 げ， 定 法 に 従 っ て 作用 点 を 検討 し た 。 第一

に ， 灰色か び病菌 を 用 い て SBI 作用 を 検討 し た と こ ろ ，

本 剤 の 作 用 点、 は 既存の SBI 剤 同様， C 1 4 位脱 メ チ ル化
阻 害 (DMI) で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。 な お， 既 存

SBI 剤 の 代 表 と し て 対照薬剤 に 用 い た T 剤 ( イ ミ ダ ゾ

ー ル 系 SBI 剤) と 比較 し て ， こ の 灰色 か び病菌 に 対 す

る DMI 作用 自 体が強い傾向 に あ り ， 後述す る 抗菌活性

の差 と 相関 し て い た 。 以上の こ と か ら ， 本剤 は既存 SBI

剤 と 比較 し て 灰色 か び病菌の作用 点 に対す る 親和性が高

い 可能性が示唆 さ れた 。 第二 に ， イ ネ い も ち 病菌 を 用 い

て 呼吸阻害， タ ンパ ク 質生合成阻害， リ ン脂質生合成阻

害 等 を 検討 し ， さ ら に は クキル タ チ オ ン レ ダ ク タ ー ゼ阻害

を 検討 し た 結果， い ず れ の 阻害活性 も 認 め ら れ な か っ

た 。 第三 に ， イ ネ い も ち 病菌 お よ び灰色か ぴ病菌 を 用 い

て キ チ ン生合成阻害作用 を 検討 し た 結果， 本 剤 10 ppm

処理 に お い て ， キ チ ン の 生合成が抑 え ら れ る 傾向 に あ っ

た 。 た だ し ， 本 剤 0 . 1 ppm 処理 に お い て は そ の 傾 向 は

認め ら れな か っ た 。 な お ， 同様の作用 は ポ リ オ キ シ ン 剤

に も 認 め ら れ た が， 既存 SBI 剤 の 代表 と し て 対照薬剤

に 用 い た T 剤 ( イ ミ ダ ゾ ー ル 系 SBI 剤) に は 認 め ら れ

な か っ た ( 田 中 ・ 森田， 2000) 。

以 上， 本 剤 の 灰色 か び病 に 対す る 作 用 機構 に 関 し て

は， DMI 作用 と 共 に キ チ ン 生合成阻害作用 が関与 し て

い る 可能性が示唆 さ れた 。 た だ し ， そ の活性程度か ら 判

断 し て ， 本 剤 の 一次作用 点 は あ く ま で も C 14 位脱 メ チ

ル 化 阻 害 (DMI) で あ る と 考 え て い る 。 な お， こ の キ
チ ン生合成阻害作用が防除効果 に 対 し て ， 実際に どの程

度寄与 し て い る か に 関 し て は， 現在 も 引 き 続 き 検討中で

あ る (表一2) 。 ま た ， 上 述 し た 灰 色 か び病 菌 の 作 用 点

(SBI) に 対す る 本剤の親和性が高 い 可能性 に 関 し て は，

今後の検討課題 と し た い と 考 え て い る 。

2 抗菌活性

本 剤 は 分子 中 に 一個 の 不斉炭素 を 有す る ラ セ ミ 体であ

則 。 は本剤 0 . 1�1 ppm 処理で活性 あ り . 0 は 1�1O ppm 処理で

活性あ り .
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袋 - 5 感受性ベー ス ラ イ ン (灰色か ぴ病菌)

B 剤 (ベ ン ゾ イ ミ ダ ゾー ル 系)オ キ ス ポ コ ナ ゾー ル フ マ ル酸塩

EC叩 (ppm)

0 . 14 

) 100 
> 100 

> 100 

MIC (ppm) 

0 . 41 

> 100 
> 100 

> 100 

EC50 (ppm) 

0 . 13 
0 . 13 
0 . 12 

0 . 14 

MIC (ppm) 同

3 . 7  
3 . 7  
3 . 7  

3 . 7  

供試菌株.，

S . S . HR 
HR ・ S . S

HR . M R . S 

H R . MR . WR 

叫 記号 は順 に ベ ン ゾ イ ミ ダ 、ノ - 1レ系， ジ カ ル ボ キ シ イ ミ ド 系薬剤， お よ び N フ ェ ニ

ノレ カ ー パ メ ー ト 系剤に対す る 感受性 を示 し た b， 平板希釈法に よ っ て 菌 糸生育阻害率
を調査 し ， EC50 と MIC 値 を 算出 し た .

表 - 6 既存 SBI 剤 と の resistance factor の比較作用特性表 - 4

resistance factor叫

1 7  

78 
270 

オ キ ス ポ コ ナ 、ノー ル フ マ ル酸塩

T 剤 ( イ ミ ダ ゾー ル系 SBI 剤)

T 剤 ( ト リ ア ゾー ル 系 SBI 剤)

供試薬剤l評価0'

ム� X

。

。�O
@�O 

対象病害

灰色かぴ病

a， 中沢 ら の方法 (植物防疫 48 ( 6 ) 1994) を基 に ， キ ュ ウ リ う ど ん
こ 病の各菌株 (SBI j!fJJ感受性 ・ 低感受性) に 対 す る EC50 値か ら resls­
tance factor を算出 し た .

検討内容

胞子発芽阻害

発芽管伸長阻害

付着器形成阻害

菌糸組織内
侵入阻害

菌糸生育阻害
胞子形成阻害

生活環 と 作用部位

作用特性

と う 病， カ ン キ ツ そ う か病 ・ 貯蔵病害 (緑 ・ 青 か び) 等
も 同時 に 防除す る こ と がで き る 。 す な わ ち ， ま ず は本剤

を 既存 の SBI 剤 の 使 用 時期 に 当 て は め た う え ， 広 い ス

ペ ク ト ル を 考慮 し ， よ り 多 く の 同時防除の 可能性 を 追求

す る こ と が 本 剤 の 上 手 な 使 い 方 に な る と 考 え て い る

( 図 2) 。

O 
ム

治療効果

残効性
耐雨性

O 

。
。~ム

O 

H 
11 

灰色か び/
う ど ん こ 病

( カ ン キ ツ )

茎葉処理/

胞子接種

人工降雨/
HPLC 定量

予防効果

オ キ ス ポ コ ナ ゾー ル フ マ ル酸塩 ( オ ー シ ャ イ ン ) は

広 い 適用病害 に 卓効 を 示 す 。 ま た ， 現在問題 と な っ て い
る べ ン ゾ イ ミ タゃ ゾ ー ル系薬剤や ジ カ ル ボ キ シ イ ミ ド 系薬

剤の低感受性菌 に 対 し で も ， 感受性菌 と 同様 に 高 い効果

を 示 す。 さ ら に は ， 既存 SBI 剤 が実 用 的 な 効 果 を 示 さ

な い 灰色 か び病等 に も 有効 で あ る こ と が確認 さ れ て い

る 。 す な わ ち ， 本剤 は 多 く の場面で複数病害の 同時防除
が可能 な た め ， 各作物 の病害防除 に お い て 散布回数の 削

減が可能で あ り ， 低感受性菌 に よ る 効力 低下 に 対 し て 改

善が期待で き る と 考 え て い る 。

現在， リ ン ゴ， オ ウ ト ウ ， ナ シ， モ モ ， ブ ド ウ ， お よ

び カ ン キ ツ の 計 6 作物 の 主 要病害 (20 病害) に 登録 を
取得済 み であ る 。 ま た ， リ ン ゴ う ど ん こ 病， オ ウ ト ウ 幼

果菌核病， 貯蔵病害で あ る カ ン キ ツ 黒腐病等へ の適用病
筈の拡大 と ， ス モ モ ， ウ メ ， チ ャ ， ナ ス ， お よ びイ チ ゴ

等への適用作物の拡大 を 準備 中 で あ る 。 今後 は ， 既存の

SBI 剤 に は な い本剤独 自 の特長 を 生か し ， よ り 多 く の農

業生産分野 に 貢献 し て い き た い と 考 え て い る 。

わおO
x

×
x

×

 

O 

X 

う ど ん こ 病
う ど ん こ 病
う ど ん こ 病
う ど ん こ 病
う ど ん こ 病

う ど ん こ 病

う ど ん こ 病

茎葉処理/

胞子接種

土壌処理/

胞子接種
茎葉処理/

胞子接種

浸達性 (葉表→葉裏)
浸透移行性 (葉先→基部)
浸透移行性 (基部→葉先)
浸透移行性 (葉右→葉左)
浸透移行性 (根部→茎薬)

浸達性 (葉裏→葉表)

ペーノ fー ア ク シ ョ ン
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上 手 な 使 い 方

オ キ ス ポ コ ナ ゾー ル フ マ ル酸塩 は 既存 SBI 剤 の対象
病害で あ る 黒星病 ・ 赤星病 ・ 灰星病 ・ う ど ん こ 病等 を 始
め と し ， ジ カ ル ボ キ シ イ ミ ド 系薬剤や ベ ン ゾ イ ミ ダ ゾー
ル系薬剤jの対象病害 で あ る 各種灰色か び病， リ ン ゴ モ ニ
リ ア 病， ナ シ黒斑病， モ モ ホ モ プ シ ス 腐敗病， ブ ド ウ 黒

し ， 既存灰色か ぴ病用薬剤 と 交叉 し な か っ た (表-5) 。

さ ら に ， SBI 剤感受性 ・ 低感受性 う ど ん こ 病菌 を 用 い て

交叉耐性の有無 を 検討 し た と こ ろ (森田 ・ 西村， 2001 ) ， 

既存 SBI 剤 と 交叉 す る が， そ の resistance factor は 明

ら か に 小 さ か っ た (表 6) 。

a， 評価 : @， 非常 に優れ る : 0， 優 れ る ; D.， や や 劣 る X ， 劣 る .

W 
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図 2 オ キ ス ポ コ ナ ゾー ノレ フ マ ノレ般瓜 ( オ シ ャ イ ン ) の タ ー ゲ ッ ト と 上手 な 使 い 方

川 ( ) 内 の病 害 は 資録拡大準備'::j-I， h) .... は オ ー シ ャ イ ン の使川適j引 を 示 す c， 網掛け音1\分 は 対 象

病筈の 発生l時期 お よ ひ'発生成J�I を示す.
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